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�広報まつまえ 平成２０年４月号

 

 

　

町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
全

議
員
の
期
末
手
当
の
削
減
期
間
を

平
成　

年　

月
ま
で
、
月
額
報
酬

２０

１２

の
削
減
期
間
を
平
成　

年
３
月
ま

２１

で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

平
成　

年
度
当
初
予
算

２０

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、　

億
７
千
７
百　

万
円

４２

４０

で
前
年
度
と
比
較
し
、
２
億
７
千

２
百　

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
お

９０

り
ま
す
。

　

こ
の
減
額
要
因
は
、
４
月
６
日

に
町
長
選
挙
を
控
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
骨
格
予
算
と
し
、
投
資
、
政

策
的
予
算
は
一
部
を
除
き
計
上
し

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、　

億
８

１５

千
２
百
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
、
千
８
百
万
円
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
国
民
健
康
保
険
税
が

３
億
２
千
６
百　

万
３
千
円
、
国

５２

庫
支
出
金
が
３
億
８
千　

万
７
千

２０

円
、
医
療
制
度
改
革
に
伴
う
前
期

高
齢
者
交
付
金
が
４
億
４
百　

万
７６

７
千
円
、
道
支
出
金
が
８
千
百　
７３

万
２
千
円
、
共
同
事
業
交
付
金
が

１
億
８
千
９
百　

万
２
千
円
、
一

７８

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
１
億
２

千
９
百　

万
８
千
円
な
ど
と
な
っ

１７

て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
国
保
の
加
入
者
が
病

気
や
ケ
ガ
で
病
院
に
か
か
っ
た
と

き
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
保
険
給
付

費
に　

億
９
千
７
百　

万
２
千
円
、

１０

８０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に
伴

う
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
等
に

１
億
４
千
８
百　

万
５
千
円
、
介

９７

護
納
付
金
に
６
千
５
百　

万
７
千

２４

円
、
共
同
事
業
拠
出
金
に
１
億
９

千
２
百　

万
２
千
円
、
特
定
健
診

２３

等
に
係
る
保
健
事
業
費
に
千
３
百

　

万
４
千
円
な
ど
を
計
上
し
て
い

８２ま
す
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
１
億
５
千　
４９

万
５
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
、

　

億
２
千
９
百　

万
円
４
千
円
の

１４

８７

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
減
少
の
要
因
は
、
平
成　
２０

年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
老
人

保
健
制
度
で
の
医
療
費
等
に
つ
い

て
は
、
１
カ
月
相
当
分
と
な
る
た

め
で
す
。

　

歳
入
で
は
支
払
基
金
か
ら
の
交

付
金
と
し
て
、
７
千
６
百
５
万
４

千
円
、
国
の
負
担
金
が
４
千
９
百

　

万
９
千
円
、
道
と
町
の
負
担
金

６１が
、
そ
れ
ぞ
れ
千
２
百　

万
４
千

４０

円
と
千
２
百　

万
７
千
円
と
な
っ

４０

て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
老
人
の
医
療
費
の
支

払
い
に
あ
て
る
医
療
給
付
費
、
医

療
費
支
給
費
及
び
高
額
医
療
費
な

ど
の
医
療
諸
費
に
１
億
５
千　

万
４８

４
千
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
始
ま
る
後

２０

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
伴
い
、
特

別
会
計
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
９

千
９
百　

万
８
千
円
と
な
っ
て
い

７２

ま
す
。

　

歳
入
で
は
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
が
５
千
９
百　

万
円
、
一
般

２１

会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
４
千　

万
４６

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
保
険
料
の
徴
収
に
係

る
総
務
費
に
百　

万
３
千
円
、
保

９０

険
料
等
や
事
務
費
負
担
金
な
ど
の

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
に
９
千
７
百　

万
５
千
円
、
そ

７１

の
他
諸
支
出
金
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

議決月日議決結果件　　　　　　名
３月１０日原案可決平成２０年度松前町一般会計予算（当初）
３月１０日原案可決平成２０年度松前町国民健康保険特別会計予算（当初）
３月１０日原案可決平成２０年度松前町老人保健特別会計予算（当初）
３月１０日原案可決平成２０年度松前町介護保険特別会計予算（当初）
３月１０日原案可決平成２０年度松前町後期高齢者医療特別会計予算（当初）
３月１０日原案可決平成２０年度松前町水道事業会計予算（当初）
３月１０日原案可決平成２０年度松前町病院事業会計予算（当初）
３月５日原案可決平成１９年度松前町一般会計補正予算（第６回）
３月５日原案可決平成１９年度松前町国民健康保険特別会計補正予算（第５回）
３月５日原案可決平成１９年度松前町介護保険特別会計補正予算（第３回）
３月５日原案可決平成１９年度松前町水道事業会計補正予算（第４回）
３月５日原案可決平成１９年度松前町病院事業会計補正予算（第３回）
３月１０日原案可決松前町後期高齢者医療に関する条例制定について
３月１０日原案可決職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
３月１０日原案可決松前町特別会計条例の一部を改正する条例制定について

３月１０日原案可決松前町財政調整基金の設置、管理及び処分に関する条例等の一
部を改正する条例制定について

３月１０日原案可決松前町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
３月１０日原案可決松前町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
３月１０日原案可決松前町介護保険条例等の一部を改正する条例制定について

３月１０日原案可決松前町乳幼児医療費助成に関する条例の一部を改正する条例制
定について

３月１０日原案可決重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条
例の一部を改正する条例制定について

３月１０日原案可決松前町立松前病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
制定について

３月１０日原案可決松前町財政調整基金編入停止について
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広報まつまえ 平成２０年４月号�

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
は
、

保
険
事
業
勘
定
で
歳
入
歳
出
予
算

額
７
億
２
千
８
百　

万
５
千
円
、

８７

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
２

千
３
百　

万
４
千
円
の
増
額
と
な

８３

っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
支
払
基
金
か
ら
の
第

２
号
被
保
険
者
保
険
料
交
付
金
と

し
て
約
２
億
１
千
万
円
、
国
か
ら

約
１
億
５
千
４
百
万
円
、　

歳
以

６５

上
の
方
の
保
険
料
が
約
９
千
６
百

万
円
、
道
か
ら
約
１
億
６
百
万
円
、

町
か
ら
約
１
億
１
千
５
百
万
円
、

準
備
基
金
か
ら
３
千
８
百
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
保
険
給
付
費
約
６
億

７
千
５
百
万
円
、
総
務
費
約
１
千

５
百
万
円
、
地
域
支
援
事
業
費
約

３
千
３
百
万
円
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
で
は
、
歳

入
歳
出
予
算
額
１
千
３
百　

万
２

９６

千
円
で
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

し
て
約
１
万
円
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
町
か
ら
９
百　

万
３

２７

千
円
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

費
収
入
で　

万
円
な
ど
と
な
っ
て

２４

い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
介
護
支
援
専
門
員
の

人
件
費
８
百　

万
９
千
円
、
運
用

６９

シ
ス
テ
ム
借
上
料　

万
円
な
ど
を

８２

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
予
算
に
お
け
る
収
益

的
収
支
勘
定
に
つ
い
て
は
、
事
業

収
入
１
億
９
千
３
百　

万
１
千
円

５３

（
前
年
度
対
比
３
百　

万
８
千
円

７７

の
減
）
で
、
そ
の
主
な
も
の
は
、

給
水
収
益
（
水
道
料
金
等
）、
他
会

計
補
助
金
（
簡
易
水
道
建
設
改
良

費
等
補
助
金
）
な
ど
の
収
入
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
事
業
支
出
は
、
１
億
９

千　

万
２
千
円
（
前
年
度
対
比
百

９８

　

万
２
千
円
の
減
）
で
、
人
件
費
・

８３施
設
等
維
持
管
理
費
・
企
業
債
利

息
な
ど
を
計
上
し
、
こ
の
結
果
、

本
年
度
に
お
け
る
利
益
は
、
２
百

　

万
９
千
円
と
な
る
と
こ
ろ
で
す

５４が
、
資
本
的
収
支
勘
定
に
お
け
る

消
費
税
額
が
２
百　

万
４
千
円
と

４５

な
る
た
め
、
純
利
益
と
し
て
９
万

５
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

次
に
資
本
的
収
支
勘
定
の
支
出

に
つ
い
て
は
、
松
前
浄
水
場
次
亜

注
入
設
備
更
新
工
事
な
ど　

件
と
、

２１

水
道
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
間
満
了

に
よ
る
更
新
工
事
の
建
設
改
良
工

事
に
６
千
２
百　

万
２
千
円
、
企

５０

業
債
元
金
の
償
還
に
１
千
９
百　
３０

万
７
千
円
、
車
両
購
入
費
に
百　
３４

万
４
千
円
で
支
出
総
額
８
千
３
百

　

万
３
千
円
（
前
年
度
対
比
５
百

１５
　

万
３
千
円
の
増
）
を
見
込
み
ま

４６し
た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
収
入
は
、
企
業

債
の
借
入
金
５
百　

万
円
、
消
火

４０

栓
更
新
工
事
に
伴
う
他
会
計
負
担

金
２
百　

万
円
で
収
入
総
額
７
百

５４

　

万
円
（
前
年
度
対
比
６
百　

万

９４

８９

３
千
円
の
減
）
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本

的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額

７
千
５
百　

万
３
千
円
に
つ
い
て

２１

は
、
減
債
積
立
金
、
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
及
び
当
年
度
分

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的

収
支
調
整
額
を
も
っ
て
補
て
ん
し
、

事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

病
院
事
業
会
計
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
収
益
的
収
支
勘
定
で
収

益
の
概
ね
を
な
す
入
院
・
外
来
収

益
を
、
１
日
平
均
入
院
患
者
数　
８５

人
・
１
日
平
均
患
者
数　

人
と
推

３１０

計
し
入
院
収
益
を
６
億
７
千
４
百

　

万
１
千
円
、
外
来
収
益
を
３
億

４１７
千
４
百　

万
１
千
円
と
し
、
収

３６

益
総
額
を　

億
９
千
２
百　

万
６

１１

４６

千
円
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
費
用
に
つ
い
て
は
、
医
師

及
び
看
護
師
な
ど
の
給
与
費
で
７

億　

万
６
千
円
、
医
薬
品
、
診
療

１６
材
料
費
で
２
億
２
千
５
百　

万
円
、

４０

さ
ら
に
施
設
管
理
業
務
委
託
な
ど

の
経
費
で
２
億
７
千
８
百　

万
５

４９

千
円
な
ど
、
費
用
総
額　

億
５
千

１２

８
百　

万
９
千
円
と
見
込
ん
で
お

４７

り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
当
年
度
の
予
定
純

損
失
額
は
６
千
６
百
１
万
３
千
円

と
な
り
ま
す
が
、
費
用
の
更
な
る

削
減
と
収
益
の
増
加
に
意
を
用
い

今
後
の
運
営
の
中
で
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

次
に
資
本
的
収
支
勘
定
は
、
収

入
と
し
て
支
出
の
企
業
債
償
還
金
、

貸
付
金
に
充
て
る
た
め
、
他
会
計

補
助
金
を
１
千
５
百　

万
２
千
円

６２

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
支
出
と
し
て
企
業
債
償

還
金
で
１
千
２
百　

万
２
千
円
、

７４

看
護
師
の
育
成
・
確
保
の
た
め
の

貸
付
金
を
２
百　

万
円
、
支
出
総

８８

額
１
千
５
百　

万
２
千
円
を
見
込

６２

み
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
回
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
千
６
百　

万
３
千
円
を

３６

減
額
し
、
予
算
総
額　

億
５
千
２

４８

百　

万
７
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

９５

　

補
正
し
た
主
な
内
容
で
増
額
し

た
も
の
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
に
対
す
る
繰
出
金
、
畜
産
環

境
整
備
事
業
負
担
金
、
水
道
事
業

会
計
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
で
、

減
額
し
た
も
の
は
、
障
害
者
自
立

支
援
給
付
金
、
水
産
基
盤
整
備
事

業
負
担
金
、
渡
島
西
部
広
域
事
務

組
合
負
担
金
（
消
防
部
門
）、
町
営

住
宅
建
設
工
事
請
負
費
な
ど
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
回
）
は
、
既
定
の
事

業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

万
３

６０

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は
、

　

億
６
千
百　

万
６
千
円
と
な
り

１７

８４

ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
歳
入
で

は
、
国
庫
支
出
金
、
共
同
事
業
交

付
金
を
減
額
す
る
一
方
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
追
加
し
ま
し

た
。

　

歳
出
で
は
国
民
健
康
保
険
の
電

算
シ
ス
テ
ム
改
修
等
に
係
る
総
務

費
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

委
託
料
に
係
る
一
般
会
計
へ
の
繰

出
金
を
追
加
す
る
一
方
、
共
同
事

業
拠
出
金
、
一
時
借
入
金
利
子
に

係
る
公
債
費
を
減
額
し
ま
し
た
。
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�広報まつまえ 平成２０年４月号

　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
回
）
は
、
保
険
事
業
勘
定

に
お
い
て
、
既
定
の
予
算
総
額
に

１
千　

万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

２６

算
合
計
額
が
７
億
５
千
９
百　

万
６３

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
し
た
主
な
内
容
は
、
介
護

給
付
費
、
基
金
積
立
金
を
増
額
し
、

介
護
認
定
審
査
会
費
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、
家
族
介
護
用

品
給
付
費
を
減
額
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
４
回
）
は
、
収
益
的
収
支

勘
定
の
収
入
で
、
他
会
計
補
助
金

な
ど
、
総
額
を
百　

万
４
千
円
減

２７

額
し
、
収
入
総
額
を
１
億
９
千
６

百
３
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
出
で
は
、
原
水
及
び

浄
水
費
、
配
水
及
び
給
水
費
、
資

産
減
耗
費
な
ど
、
総
額
を
１
千
５

百
５
万
５
千
円
減
額
し
、
支
出
総

額
を
１
億
７
千
５
百
５
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。　

　

資
本
的
収
支
勘
定
の
収
入
で
は
、

企
業
債
、
他
会
計
補
助
金
な
ど
総

額
で　

万
３
千
円
増
額
し
、
収
入

１１

総
額
を
１
千
４
百　

万
円
と
し
ま

７２

し
た
。

　

ま
た
、
支
出
で
は
建
設
改
良
費

の
年
度
末
ま
で
の
見
込
み
に
よ
り

総
額
を
１
万
３
千
円
減
額
し
、
支

出
総
額
を
１
億
４
千
百　

万
４
千

７８

円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
３
回
）
は
、
特
別
交
付
税

の
確
定
等
に
よ
り
補
助
金
を
百　
５９

万
９
千
円
増
額
し
、
収
入
総
額
を

　

億
４
千
８
百　

万
２
千
円
と
し

１２

８６

ま
し
た
。

　

支
出
は
資
産
減
耗
費
を　

万
７

４０

千
円
増
額
し
、
支
出
総
額
を　

億
１３

３
千
８
百　

万
５
千
円
と
し
ま
し

９６

た
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
施
行

２０

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

す
る
条
例
を
制
定
を
す
る
も
の
で

す
。

　

町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
職

員
の
給
料
月
額
、
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
を
削
減
す
る
た
め
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

健
康
保
険
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医

療
に
つ
い
て
特
別
会
計
を
設
け
る

こ
と
と
な
り
、
条
例
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

各
基
金
条
例
の
規
定
に
よ
る
繰

替
運
用
を
直
接
各
会
計
の
歳
計
現

金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
た
め

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

健
康
保
険
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
平
成　
２０

年
４
月
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
出
産

育
児
一
時
金
及
び
葬
祭
費
の
支
給

に
関
す
る
規
定
並
び
に
町
が
行
な

う
保
健
事
業
に
特
定
健
康
診
査
等

を
加
え
る
と
と
も
に
事
業
項
目
を

整
理
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行

に
伴
い
、
普
通
徴
収
の
第
１
期
の

納
期
を
７
月
に
改
正
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
料
が
大
幅

に
上
昇
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
も
引
き
続
き
激
変
緩
和

２０
措
置
を
実
施
す
る
た
め
併
せ
て
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、「
老
人

保
健
法
」
の
法
律
名
が
「
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

に
改
正
さ
れ
た
こ
と
及
び
北
海
道

医
療
給
付
事
業
に
お
け
る
助
成
範

囲
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、「
老
人

保
健
法
」
の
法
律
名
が
「
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

に
改
正
さ
れ
る
こ
と
等
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
土
地
の

２０

処
分
代
金
と
基
金
運
用
益
金
は
、

同
基
金
に
は
い
れ
ず
、
一
般
財
源

と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
す
。
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� 広報まつまえ 平成２０年４月号

　協働とは、・・・　住民と行政が相互に自立した立場で、協力して目標達成のため力
を尽くすことです。
　今、地方自治体を取り巻く環境は、地方の自立、地方分権の中にあってまちづくりに
住民参加が強く求められております。
　自らのまち（地域）は、みんなで協働して知恵や力を出し合いながら、住みよい町に
創り育てていくことが大切です。
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�広報まつまえ 平成２０年４月号

 
明
治　

年
２
月　

日 
「
原
口
学
校
」
創
立
（
３
月
８
日
開
校
す
る
）

１５

２５

 

５
月
１
日 

校
名
を
「
公
立
原
口
小
学
校
」
と
改
称
す
る

 

 

学
級
を
８
学
級
と
し
各
６
ヶ
月
修
業

 

７
月　

日 

校
舎
を
新
築
す
る
（
原
口　

番
地
）

２２

４４

 

　

年
４
月
１
日 

簡
易
科
修
業
年
限
３
カ
年
課
程
に
変
更
す
る

２０

 

　

年
４
月
１
日 
「
原
口
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る

２８

 

　

年
４
月
１
日 

修
業
年
限
４
年
課
程
に
変
更
す
る

３３

 

　

月
７
日 

校
舎
改
築
す
る

１０

 

　

年
７
月
７
日 

補
習
科
設
置
す
る
（
修
業
年
限
２
カ
年
）

３４

 

　

年　

月　

日 

就
学
及
び
出
席
率　

％
以
上
に
よ
り
長
官
よ
り
名
誉
旗
授
与
さ
れ
る

３５

１０

１４

９０

 

　

年
４
月
１
日 

義
務
教
育
年
限
６
カ
年
と
な
る

４１

 

４
月
７
日 

大
暴
風
に
よ
り
校
舎
倒
壊

 

　

年
８
月　

日 

校
舎
新
築
す
る
（
原
口　

番
地
）

４３

３１

１２４

 

　

年
４
月
１
日 

２
学
級
編
成
と
な
る

４４

 
大
正
元
年　

月　

日 

創
立　

周
年
記
念
祭
を
行
う

１２

１４

３０

 

４
年
４
月
８
日 
「
校
友
会
」
を
組
織
し
戸
外
運
動
場
を
造
る

 
昭
和
２
年
９
月　

日 

大
火
に
よ
り
被
害
児
童　

名
出
る

２４

２７

 

７
年
７
月　

日 

開
校　

周
年
記
念
式
典
を
行
う
・
校
歌
・
校
旗
制
定
す
る

１６

５０

 

９
年
２
月　

日 

校
舎
新
築
す
る
（
原
口
家
の
上　

ノ
１
よ
り　

ノ
１
ま
で
）

２２

４３

４５

 

４
月
１
日 

３
学
級
編
成
と
な
る

 

　

年
４
月
１
日 
「
原
口
国
民
学
校
」
と
改
称
す
る

１６

 

　

年
４
月
１
日 

高
等
科
併
置
し
、
４
学
級
編
成
と
す
る

１７

 

　

月
８
日 

開
校　

周
年
記
念
式
典
を
行
う

１１

６０

 

　

年
４
月
１
日 
「
原
口
小
学
校
」
と
改
称
す
る
（
３
学
級
編
成
）

２２

 

６
月
１
日 
「
大
島
村
立
原
口
中
学
校
」（
１
学
級
編
成
）
創
立
し
、
原
口
小
学
校
に
併
置
す
る

 

 

校
舎
屋
根
大
修
理
（
町
民　

数
名
勤
労
奉
仕
）

４０

 

　

年
４
月
１
日 

小
学
校
戸
内
運
動
場
を
２
つ
に
仕
切
り
仮
教
室
、
２
教
室
と
す
る

２４

 

　

年
４
月
１
日 

小
学
校
５
学
級
に
な
る

２５

 

　

年
７
月　

日 

小
学
校
開
校　

周
年
記
念
式
典
を
行
う

２６

１５

７０

 

　

年
６
月
１
日 

町
村
合
併
に
よ
り
校
名
を
「
松
前
町
立
原
口
小
中
学
校
」
と
改
称
す
る

２９

 

　

年
４
月　

日 

校
舎
解
体
の
為
、
寺
・
神
社
・
斎
藤
劇
場
に
学
級
移
転

３０

１９

 

　

月　

日 

新
校
舎
に
全
学
年
戻
る

１０

１９

 

　

年
４
月
１
日 

校
舎
新
築
落
成
す
る

３１

 

　

年　

月
１
日 

中
学
校
開
校　

周
年
記
念
式
典
を
行
う

３２

１１

１０

 

　

年
５
月
１
日 

小
学
校
６
学
級
・
中
学
校
３
学
級
に
な
る

３３

 

　

年
９
月　

日 

台
風
に
よ
る
校
舎
屋
根
被
害
で
、
小
学
校
２
部
授
業
、
中
学
校
分
散
事
業
を
行
う

３４

２７

 

　

年
７
月　

日 

小
学
校
開
校　

周
年
記
念
式
典
を
行
う

３７

１４

８０

 

９
月　

日 

集
中
降
雹
（
こ
う
ひ
ょ
う
）
に
よ
り
窓
ガ
ラ
ス
被
害
を
受
け
る

１０

 

　

年　

月　

日 

理
科
室
・
石
炭
小
屋
・
教
員
住
宅
１
戸
新
築
落
成
す
る

４０

１２

２５

 

　

年
８
月　

日 

中
学
校
開
校　

周
年
記
念
式
典
を
行
う

４２

１５

２０

 

　

年
３
月　

日 

特
別
教
室
（
技
術
家
庭
科
室
・
音
楽
室
・
教
具
室
）
を
増
築
す
る

４４

３１

 

７
月　

日 

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
る

２７

 

９
月　

日 

中
庭
池
が
造
ら
れ
る

１３

 

　

月
１
日 

僻
地
教
員
住
宅
１
棟
２
戸
新
築
落
成
す
る

１２

 

　

年　

月　

日 

僻
地
教
員
住
宅
１
棟
２
戸
新
築
落
成
す
る

４５

１１

２８

 

　

年　

月
６
日 

小
学
校
開
校　

周
年
、中
学
校　

周
年
記
念
式
典
を
行
う
体
育
館（
僻
地
集
会
所
）

４７

１２

９０

２５

新
築
落
成
す
る

 

　

年
９
月　

日 

知
事
記
念
図
書
贈
呈
式
を
行
う

４９

２０

 

　

年　

月　

日 

小
学
校
屋
根
ふ
き
替
え
工
事
行
わ
れ
る

５０

１１

１８

▲ 昭和３７年　運動会

�
�
�
�
�
�
�

▲ 昭和４４年　航空写真

▲ 昭和５８年　奥末学校たんぼ園
　　　　　　 全校田植え
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� 広報まつまえ 平成２０年４月号

▲ 旧校舎新築当時

 

　

年
８
月　

日 
 
学
校
補
修
工
事
行
わ
れ
る

５１

１１

 

　

年　

月　

日 

中
学
校
開
校　

周
年
記
念
式
典
を
行
う

５２

１１

２２

３０

 

　

年
３
月　

日 

原
口
中
学
校
閉
校
式
を
行
う

５４

２４

 

８
月　

日 

プ
ー
ル
竣
工
式
行
わ
れ
る

１６

 

　

年
７
月　

日 

校
舎
改
修
工
事
着
工
（
天
井
張
替
）・
教
室
壁
面
塗
装
・
体
育
館
扉
・
屋
根
ふ
き

５５

３０

替
え
等
）

 

　

月　

日 

体
育
館
暖
房
工
事
完
了
す
る

１１

１８

 

　

年
９
月　

日 

全
校
ア
ワ
ビ
稚
貝
放
流

５６

２１

 

　

年
３
月　

日 

学
校
文
集
『
お
お
い
わ
』
創
刊
号
発
行

５７

２４

 

６
月 

校
舎
・
遊
具
を
町
民
奉
仕
に
よ
り
改
修
す
る

 

８
月　

日 

開
校　

周
年
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
を
行
う
（
記
念
行
事
、
記
念
碑
建
立
、
遊

１５

１００

具
等
改
修
）

 

　

年
５
月　

日 

奥
末
学
校
田
ん
ぼ
園
に
て
全
校
田
植
え
を
行
う
（
こ
の
年
よ
り
毎
年
体
験
学
習
と

５８

２８

し
て
実
施
）

 

　

年　

月
８
日 

秋
の
大
収
穫
祭
（
餅
つ
き
大
会
）
を
行
う
（
こ
の
年
よ
り
毎
年
実
施
）

５９

１２

 

　

年
６
月　

日 

ア
ラ
ス
カ
州
バ
ー
レ
ッ
ト
小
学
校
と
姉
妹
校
提
携

６１

１３

 

８
月
４
日 

強
風
で
破
損
の
図
書
室
等
を
修
理
す
る
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
増
築

 

　

年
８
月　

日 

青
少
年
赤
十
字
社
よ
り
創
立　

周
年
記
念
特
別
表
彰
受
賞

６２

２１

１００

 

　

年
６
月　

日 

上
磯
町
矢
不
来
・
三
影
慶
蔵
氏
よ
り
校
旗
寄
贈
さ
れ
る

６３

１２

 
平
成
２
年
３
月
６
日 

愛
媛
県
伊
予
郡
松
前
町
立
北
伊
予
小
学
校
と
交
流

 

４
年
４
月
１
日 

５
学
級
編
成
と
な
る
（
２
・
３
年
生
複
式
）

 

５
年　

月　

日 

渡
島
教
育
局
４
・
５
年
度
研
究
指
定
公
開
研
究
会
開
催

１１

２６

 

６
年
４
月
１
日 

４
学
級
編
成
と
な
る
（
１
・
２
年
、
３
・
４
年
複
式
）

 

７
月　

日 

旧
校
舎
と
の
お
別
れ
式

２３

 

７
月　

日 

特
別
教
室
棟
解
体
作
業
開
始

２６

 

７
年
２
月　

日 

新
校
舎
竣
工

１０

 

２
月　

日 

新
校
舎
入
校
式
挙
行

２８

 

４
月
１
日 

４
学
級
編
成
と
な
る
（
２
・
３
年
、
４
・
５
年
複
式
）

 

８
年
５
月　

日 

新
校
舎
落
成
記
念
事
業
（
記
念
植
樹
等
）

１２

 

８
月　

日 

創
立　

周
年
新
校
舎
落
成
記
念
式
典
祝
賀
会
挙
行

１２

１１４

 

９
年
４
月
１
日 

３
学
級
編
成
（
１
・
２
年
、
３
・
４
年
、
５
・
６
年
複
式
）
と
な
る

 

　

月
２
日 

渡
島
複
式
研
究
大
会
会
場
校
授
業
研
究

１０

 

　

年
４
月
１
日 

４
学
級
編
成
（
１
年
、
２
年
、
３
・
４
年
、
５
・
６
年
）

１０

 

　

年
４
月
１
日 

４
学
級
編
成
と
な
る
１
・
２
年
、
３
・
４
年
、
５
年
、
６
年
）

１１

 

　

年
４
月
１
日 

３
学
級
複
式
と
な
る

１２

 

　

年
４
月
１
日 

４
学
級
編
成
（
特
殊
学
級
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
新
設
）
と
な
る

１３

 

７
月　

日 

原
口
小
プ
ー
ル
上
屋
（
改
築
工
事
）
完
成

１８

 

　

年
６
月
７
日 

開
校　

周
年
記
念
大
運
動
会
開
催

１４

１２０

 

　

月
１
日 

開
校　

年
記
念
学
芸
会
開
催

１０

１２０

 

　

月　

日 

全
道
へ
き
地
複
式
学
級
研
究
大
会
渡
島
プ
レ
大
会

１０

１０

 

　

年　

月　

日 

松
前
ブ
ロ
ッ
ク
学
校
保
健
研
究
大
会
授
業
校

１５

１０

３１

 

　

年
２
月　

日 

開
校
記
念
日
に
設
定

１６

２５

 

８
月　

日 

落
雷
に
よ
る
職
員
室
暖
房
制
御
板
発
火
事
故
起
こ
る

１５

 

　

年
５
月　

日 

遊
具
施
設
寄
付
採
納

１７

１８

 

６
月
５
日 

町
内
会
と
の
合
同
運
動
会
開
催

 

　

月
６
日 

渡
島
複
式
教
育
研
究
大
会
松
前
・
福
島
大
会
授
業
公
開
校（
参
加
者　

名
）

１０

５３

 

　

年
６
月
３
日 

原
口
小
学
校
閉
校
記
念
第　

回
大
運
動
会
開
催

１８

１２５

 

８
月　

〜　

日 

原
口
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
「
夏
の
同
窓
の
集
い
」
開
催

１２

１３

 

　

年
２
月　

日 

閉
校
記
念
式
典
挙
行

２０

２３

▲ 旧体育館

�
�
�
�
�
�
�

▲ 昭和２６年　７０周年記念式典 ▲ 昭和３５年　小学校野球部

▲ 原口尋常小学校
　（明治４３年）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
	


�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
	


�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
����

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
	




�
�


�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	




�
�


�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
���

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

������

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



�広報まつまえ 平成２０年４月号

○　後期高齢者医療制度では、被保険者一人ひとりに、保険料を納めていただくことになり
ます。
　　保険料の額は、年度ごとに、その方の「所得に応じてご負担いただく部分（所得割）」と、
「被保険者の方に等しくご負担いただく部分（被保険者均等割）」の合計額として、後期高
齢者医療制度の運営主体である「後期高齢者医療広域連合」が決定します。

　【平成２０、２１年度の保険料率】

  ・均等割額　　　　　４３，１４３円
  ・所得割の料率　　　　　９．６３％
  ・賦課限度額　　　　　　 ５０万円

○　保険料の額は、年金のほか、事業所得など他の所得があればそれも合算した所得額をも
とに、全体的な負担能力に応じて決定されます。年金の額だけで保険料の額が決まるわけ
ではありません。

　　【保険料の計算】

○　保険料は、後期高齢者の方々全員に支払っていただきますが、原則として介護保険料と
同様、年金の支払期（偶数月）ごとに、年金から自動的に保険料が差し引かれます。これ
により、被保険者の方が自ら、金融機関などに出向いて納付書等で保険料を支払っていた
だく必要はありません。

　　ただし、年金の年額が１８万円未満の方や、介護保険料と後期高齢者医療制度の保険料を
合わせた額が、支給される年金額の２分の１を超える方は、年金から天引きできませんの
で、役場で発行する納付書や口座振替などで納めていただくことになります。

○　保険料の賦課・徴収については、制度施行直前に①国保に加入していた方、②被用者保
険の被保険者本人であった方、③被用者保険※の被扶養者であった方、の類型ごとに、通知
書の送付時期や徴収の開始時期等が異なります。次ページに図解したものを掲載しており
ますのでご参照願います。  ※被用者保険とは、健康保険組合、船員保険、共済組合などをいいます。

●　前年の所得が確定後は、年間保険料額
から仮徴収分を差し引いた額を三期に分
けて納めます。

均等割額 ４３，１４３円 所 得 割 額 個人の保険料額� �
（総所得金額等－３３万円）
　×所得割の料率　９．６３％

（賦課限度額は５０万円）

仮　　徴　　収

８月
(３期)

６月
(２期)

４月
(１期)

●　前年の所得が確定するまでは、仮算定
された保険料を納めます。

本　　徴　　収

２月
(６期)

１２月
(５期)

１０月
(４期)

●お問い合わせ先　　役場保健福祉課福祉グループ　　電話　４２－２２７５
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� 広報まつまえ 平成２０年４月号
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��広報まつまえ 平成２０年４月号
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４
月　

日（
火
）〜
５
月　

日（
日
）

２９

１１
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　・４月２９日（火）から５月１８日（日）までは２４時間禁止

�������	
��

　・やむを得ず通行禁止道路の通行が必要な方に限り、通行
許可証を発行します。

　　　ただし、日中は観桜客による人混みが予想されること
から通行を許可する時間帯は午後５時から翌朝午前８時
３０分までとしますので、ご協力願います。

�※手続きは松前警察署でできます。
  　（免許証と車検証の写しを持参してください）

������

　・４月２９日（火）から５月１１日（日）まで　　区間が一方通行

�������

　・さくらまつり期間中、通行者や車両の混雑が予想されま
すので、違法駐車をしないようご協力をお願いします。

※車両規制等変更になる場合がありますので、交通標識を確認のう
え、通行してください。
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松
前
観
光
協
会
で
は
、
４
月　

日
（
火
）
か
ら
５
月　

２９

１８

日
（
日
）
ま
で
に
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
方
か
ら
駐
車
場

の
整
理
・
清
掃
に
係
る
費
用
（
各
駐
車
場
と
も
１
回　

円
）

５００

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（予定）



広報まつまえ 平成２０年４月号��

　

人
が
文
字
を
用
い
て
記
録
を
残

す
「
歴
史
時
代
」historic

age

に

対
し
、
文
字
の
無
か
っ
た
時
代
を

「
先
史
時
代
」prehistoric

age

と

い
い
ま
す
。
日
本
で
は
そ
の
先
史

時
代
の
う
ち
、土
器
の
多
く
に「
縄

目
」
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
「
縄
文

土
器
」jom

on
pottery

を
使
っ
て

い
た
時
代
を
「
縄
文
時
代
」
と
い

い
、
今
か
ら
お
よ
そ
一
万
五
千
年

前
か
ら
二
千
三
百
年
ぐ
ら
い
前
ま

で
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
縄
文

時
代
以
前
の
、
土
器
を
作
ら
ず
石

を
打
ち
欠
い
て
作
る「 
打  
製 
石
器
」

だ 
せ
い

し
か
作
ら
な
か
っ
た
時
代
を
「
旧

石
器
時
代
」
と
い
い
ま
す
。

　

縄
文
時
代
が
始
ま
る
頃
に
は
、

「
氷
河
期
」
が
終
わ
り
「
海
水
面

は
上
昇
」
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
大
陸
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
日

本
列
島
は
大
陸
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

ほ
ぼ
「
現
在
の
形
」
と
な
り
ま
し

た
。
気
候
が
暖
か
く
な
り
「
広
葉

樹
林
」
が
広
が
っ
た
と
さ
れ
、
津

軽
海
峡
を
越
え
て
「
ブ
ナ
（
ド
ン

グ
リ
）」が
北
海
道
に
渡
っ
た
の
も

こ
の
頃
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
も
海
水
面
が
高
く
な
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
縄
文
時
代

前
期
後
半
で
、
津
軽
海
峡
沿
岸
で

は
青
森
市
の
三
内
丸
山
遺
跡
や
、

函
館
市
の
サ
イ
ベ
沢
遺
跡
、「
松
前

町
の
東
山
遺
跡
」
な
ど
大
規
模
な

集
落
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
豊

富
な
食
料
の
も
と
に
大
集
落
を
形

成
し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
縄
文
時

代
中
期
か
ら
後
期
に
な
り
ま
す
と
、

少
し
ず
つ
海
水
面
が
下
が
り
、
現

在
の
気
候
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。

こ
う
し
た
「
海
水
面
の
変
動
」
は
、

海
岸
地
帯
に
あ
る
縄
文
時
代
の
集

落
が
つ
く
ら
れ
た 
段
丘 
の
標
高
か

だ
ん
き
ゅ
う

ら
も
推
定
で
き
ま
す
。
東
山
遺
跡

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
縄
文

時
代
「
早
期
」
の
住
居
が
標
高　
２０

ｍ
ぐ
ら
い
に
、
同
じ
く
「
前
期
」

で
は
標
高　

〜　

ｍ
ぐ
ら
い
に
、

３０

４０

「
中
期
」で
は　

〜　

ｍ
、「
後
期
」

２０

４０

は　

〜　

ｍ
、「
晩
期
」
は　

〜　

１５

２０

１０

１５

ｍ
と
、
海
水
面
（
気
候
）
の
変
化

に
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま

す
。

　

縄
文
時
代
は
「 
狩
猟 

し
ゅ
り
ょ
う

・ 
採
取 
」

さ
い
し
ゅ

が
基
本
で
、
そ
の
前
代
で
あ
る
旧

石
器
時
代
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
早
期
か
ら
前
期
は
、

暖
か
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
広
葉

樹
林
の
「
豊
富
な
動
植
物
」
に
支

え
ら
れ
、「
小
集
団
の
社
会
」
を
形

成
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
軒

〜
数
十
軒
の
「 
竪
穴
式 
住
居
」
か

た
て
あ
な
し
き

ら
な
る
「
集
落
」
を
つ
く
り
、「 
漁 ぎょ

 
撈 
」
や
「
狩
猟
」
そ
し
て
木
の
実

ろ
うな

ど
の
「
採
取
」
を
し
、
こ
れ
ら

を
食
料
と
し
て
得
て
、
そ
れ
ら
を

保
存
す
る
「
貯
蔵
穴
」
な
ど
も
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
縄

文
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

の
「
気
候
変
動
」
は
、「
生
活
様
式

に
変
化
」
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
後
期
に
は
、

東
北
地
方
北
部
を
中
心
に
北
海
道

で
も
発
見
さ
れ
る
「
ス
ト
ー
ン

サ
ー
ク
ル
（ 
環
状
列
石 
）」
が
造
ら

か
ん
じ
ょ
う
れ
っ
せ
き

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、「 
豊
穣
祈
願 
」

ほ
う
じ
ょ
う
き
が
ん

や
「
先
祖
を 
祀 
る
」
た
め
の
「 
祭 

ま
つ 

さ
い

 
祀 
の
場
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

して
、「
原
始
的
宗
教
」
が
す
で
に
め

ば
え
始
め
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
縄
文
時
代
後
期
後
半
に

な
り
ま
す
と
、「
特
定
の
墓
」
に

「 
副
葬
品 
（
首
飾
り
な
ど
）
が
多

ふ
く
そ
う
ひ
ん

数
」
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
、
よ
り
「
広
域
の
社
会
的
結

合
」
が
強
く
な
っ
た
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
縄
文
時
代
の

最
初
は
、
小
集
団
の
社
会
で
「
季

節
的
な
移
動
」
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、「 
生
業
形
態 
」
は
変
化
し
、

せ
い
ぎ
ょ
う
け
い
た
い

少
し
ず
つ
「
定
住
」
へ
と
進
ん
で

行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
中
期
前
半

に
一
時
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
も
の
の
、

中
期
後
半
以
降
は
、「
新
し
い
気

候
」
に
対
応
し
た
生
活
を
作
る
必

要
か
ら
、さ
ら
に「
安
定
的
」な「
生

活
様
式
の
確
立
」
に
よ
る
「
定
住

化
」
が
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
ん
だ
ん
専
門
用
語
が
増
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
次
回
か
ら
の
各

時
期
の
説
明
で
は
、
も
う
少
し
判

り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。
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今
年
は
、
松
前
藩
屋
敷
で
「
さ

く
ら
ま
つ
り
」
期
間
中
に
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
５
月
広
報
の
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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現
在
、
町
民
の
有
志
の
方
々
が

「
文
化
財
お
た
す
け
隊
」を
作
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
発
掘
調
査
事
務
所
（�
　

－

５

４２

３
３
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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��広報まつまえ 平成２０年４月号
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　松前町では、水道メーター検針員及び生活環境課職員により２ヶ月に一度水道メーターの検
針を実施しています。

� � ��������	
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�������������

�������	
��
������������������

�������	
��
�������������

�������	
��
���������

　（北洋銀行松前支店、江差信用金庫松前支店、町内各郵便局で口座振替の手続きにより簡単に納付で
きます。通帳と印鑑が必要です。基本的に毎月２４日が引落とし日です。）

�����������	��
��
���������

�����������������������	
��������

　上記以外の水質検査についても、全て水道法水質基準に適合しております。

�������	
��
����

（平成１９年度の浄水検査平均数値：一部のみ記載） 
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国
民
年
金
は
、　

歳
以
上　

歳

２０

６０

未
満
の
方
が
全
て
加
入
す
る
制
度

で
す
。

　

病
気
や
ケ
ガ
で
重
い
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
の「
障
害
基
礎
年
金
」

や
、
不
幸
に
し
て
亡
く
な
っ
た
と

き
の
「
遺
族
基
礎
年
金
」
と
い
っ

た
保
障
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
老
後
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
「
老
齢
基
礎
年

金
」
も
あ
り
ま
す
。

　

自
営
業
、
漁
業
、
フ
リ
ー
タ
ー

な
ど
の
第
１
号
被
保
険
者
は
、
保

険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得

が
無
い
学
生
の
方
が
、
将
来
の
年

金
や
、
事
故
等
に
よ
り
障
が
い
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、「
障
害

基
礎
年
金
」
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
等
を
防
止
す
る

た
め
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
り

保
険
料
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

　

申
請
に
は
、
学
生
証
の
写
し
、

又
は
在
学
証
明
書
の
添
付
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
で
学
生
納

１９

付
特
例
を
承
認
さ
れ
て
い
る
方
も
、

４
月
以
降
引
き
続
き
承
認
を
受
け

る
た
め
に
は
、
新
規
と
同
様
に
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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　①記録に漏れがある　⇒　記録照会を行う。（役場又は社会保険事務所に相談）
　②記録が間違いない　⇒　確認はがきを切り離し、「訂正無し」で返信してください。

�������	
��
���������

電話番号主な業務内容担当課

０１３８－５６－１１６５国民年金の加入及び納入相談
国民年金第一課

国民年金第二課

０１３８－８２－８００１年金相談の来訪予約相談予約

０１３８－８２－８００２年金請求手続き年金給付課

０５７０－０５－１１６５
請求手続き等の電話相談ねんきんダイヤル （ＩＰ電話・ＰＨＳ）

０３－６７００－１１６５

　社会保険事務所に年金相談する時は、年金手帳や社会保険庁等から最近通
知のあった書類等を準備の上、相談してください。
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こ
の
た
び
、
松
前
さ
く
ら
漁
協

青
年
部
（
部
長　

堀
川
雅
人
）
が

松
前
産
ほ
っ
け
を
使
用
し
た
製
品

を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
青
年
部
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
お

こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

ほ
っ
け
の
漁
獲
量
が
少
な
い
た
め

ぬ
か
干
し
と
あ
ぶ
り
用
ぬ
か
干
し

の
製
造
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
し

く
電
子
レ
ン
ジ
を
利
用
し
て
手
軽

に
ほ
っ
け
の
焼
き
魚
風
に
食
べ
ら

れ
る
製
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

製
品
の
作
業
に
つ
い
て
は
部
員

全
員
で
行
な
い
、　

㎏
の
ホ
ッ
ケ

７８０

を
一
生
懸
命
仕
込
ん
で
い
ま
し
た
。
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�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
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３
月
１
日
、
平
成　

年
度
松
前

１９

高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
保
護
者
や
在
校
生
、

先
生
方
に
見
守
ら
れ
る
な
か
、
卒

業
生　

名
一
人
ず
つ
に
、
卒
業
証

６５

書
が
釣
晴
彦
校
長
か
ら
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
佐
々
木
愛

さ
ん
は
、『
私
た
ち
が
こ
の
日
を
迎

え
ら
れ
た
の
は
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

く
れ
、
育
ん
で
く
れ
た
松
前
町
に

感
謝
し
、
松
高
卒
業
生
と
し
て
誇

り
を
持
っ
て
く
じ
け
ず
に
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
す
。』と
答
辞
を
述
べ

て
、
松
前
高
校
を
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。
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こ
の
ほ
ど
、長
谷
川
翼
く
ん（
白

神
小
２
年
）、
平
沼
沙
里
菜
さ
ん

（
白
神
小
１
年
）
が
、
三
重
県
主

催
の
平
成　

年
度
全
国
俳
句
「
光

１９

の
一
句
」
で
、
佳
作
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
三
重
県
が
俳
句
を
用

い
た
心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
全
国
約　

万
３
千
点
の
中
か

１２

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
白
神
小
学
校
か
ら
は
３

年
連
続
の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

【
佳
作
】

◇
長
谷
川
翼
く
ん

　

ぼ
く
の
上　

き
ら
き
ら
ひ
か
る

お
ほ
し
さ
ま

◇
平
沼
沙
里
菜
さ
ん

　

お
ほ
し
さ
ま　

に
っ
こ
り
し
て

た
よ　

わ
た
し
の
ゆ
め

長谷川翼く　長谷川翼くん 平沼沙里菜さんん　平沼沙里菜さん
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こ
の
た
び
、
全
国
に
向
け
て
初

め
て
行
な
っ
た
「『
夫
婦
の
手
紙
』

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
２
月　

日
２９

に
締
め
切
ら
れ
、
目
標
を
上
回
る

千　

通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

６６

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
天
神
坂

に
あ
る
「
夫
婦
桜
」
を
命
名
し
た

記
念
に
行
な
っ
た
も
の
で
、
妻
か

ら
夫
、
夫
か
ら
妻
へ
の
想
い
を
つ

づ
っ
た
手
紙
は
、
若
い
人
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
全
国
各
地
及
び
海

外
か
ら
も
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
実
行
委

員
会
で
審
査
さ
れ
、
５
月
に
は
各

賞
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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３
月　

日
、
町
立
松
前
病
院
に

１４

災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
時
に
お
け
る
飲

料
水
の
確
保
と
平
常
時
の
地
域
防

災
力
強
化
の
た
め
、
町
と
北
海
道

コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会

社
が
協
定
を
結
び
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
自
販
機
に
登
載
さ
れ
た
電

光
掲
示
板
に
よ
り
防
災
や
地
域
の

情
報
を
発
信
す
る
ほ
か
、
災
害
時

に
は
自
動
販
売
機
内
の
飲
料
水
の

無
償
提
供
も
行
え
ま
す
。

　

４
月
に
は
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

に
も
設
置
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
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こ
の
た
び
、
財
団
法
人
中
央
競

馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
（
理
事
長

小
川
諄
）
が
南
殿
荘
に
あ
る
特
殊

浴
槽
の
改
修
に
対
し
て
助
成
を
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
央
競
馬
会
所
属
の

馬
主
が
賞
金
の
一
部
を
拠
出
し
あ

っ
て
社
会
福
祉
に
貢
献
し
よ
う
と

助
成
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

開
所
以
来　

年
使
用
し
た
浴
槽
が

２０

老
朽
化
し
た
も
の
を
今
回
修
理
改

修
し
た
も
の
で
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
浴
槽
で
入
居
者

は
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
入
浴
し
て

い
ま
し
た
。

��
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��
		




　

２
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
中

１４

１７

国
、
台
湾
、
韓
国
か
ら
８
人
の
留

学
生
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
４
日

間
、
当
町
に
滞
在
し
ま
し
た

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
と
の

交
流
を
は
じ
め
、
松
前
高
校
の
皆

さ
ん
と
、
互
い
の
国
の
生
活
習
慣

や
若
者
に
つ
い
て
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
で
語
り
合
い
、
白
神
小
学
校

で
は
児
童
た
ち
が
企
画
し
た
交
流

会
や
給
食
を
一
緒
に
楽
し
む
な
ど
、

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　

留
学
生
は
「
松
前
の
子
供
達
は

か
わ
い
い
し
、
給
食
も
お
い
し
か

っ
た
。」
と
大
変
喜
び
、
友
好
を
深

め
て
い
き
ま
し
た
。
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３
月
２
日
（
日
）、
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー
で
「
第　

回
松
前
地
区
春

３２

の
芸
能
祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
芸
能
祭
は
、
松
前
地
区
文

化
団
体
協
議
会
が
主
催
し
、
今
年

は
「
春
雪
の
踊
る
故
郷
芸
能
祭
」

を
テ
ー
マ
に
保
育
所
の
園
児
か
ら

老
人
ク
ラ
ブ
ま
で
約　

名
が
参
加

２００

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね

て
き
た
太
鼓
や
舞
踊
・
歌
謡
な
ど

を
次
々
と
披
露
し
、
出
演
者
の
熱

気
と
延
べ　

人
の
観
客
の
声
援
で

５００

会
場
は
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月　

日
（
日
）、
町
民
体
育
館

２４

で
、
第　

回
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

２６

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
女
混
合
の
部
７
チ
ー
ム　

名
、

３０

女
子
の
部
６
チ
ー
ム　

名
が
参
加

３４

し
、
笑
い
と
熱
い
声
援
の
中
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

優　

勝　

ブ
ラ
ザ
ー
ズ

準
優
勝　

愛
好
会
Ｂ

第
３
位　

ラ
ブ
ラ
ブ

�
�
�
�
�

優　

勝　

オ
レ
ン
ジ　

％
１００

準
優
勝　

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ　

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ

第
３
位　

ア
ッ
プ
ル

　

２
月　

日
（
木
）、
総
合
セ
ン

２７

タ
ー
で
「
女
性
団
体
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
松
前
町
女
性

団
体
協
議
会
（
会
長
・
西
村
ト
セ
）

と
公
民
館
が
共
催
で
、
女
性
活
動

充
実
の
た
め
に
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
「
参
加
体

験
型
学
習
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
町

内
の
女
性
団
体
の
会
員　

名
が
参

３３

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
住
吉
聡
館
浜

小
学
校
教
頭
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

タ
ー
（
推
進
役
）
と
し
て
、
実
際

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
参
加
体
験

型
学
習
）
に
参
加
す
る
形
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
に
と
っ
て

は
「
気
づ
き
や
新
た
な
発
見
」
が

体
験
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修

と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

海
上
自
衛
隊
プ
ー
ル
が
通
年
利

用
で
き
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
教
育

委
員
会
事
務
局
・
文
化
教
育
グ

ル
ー
プ
へ
、
写
真
（
縦　

㎝
・
横

３.０

　

㎝
）
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

２.５申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
料
は
無
料
で
す
。

※　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
・
文
化
教
育
グ
ル
ー
プ
（�

　
－

３
０
６
０
）
へ
お
問
い
合
わ

４２せ
く
だ
さ
い
。 

　

２
月　

日
（
金
）、
七
飯
町
の
建

２２

設
会
社
シ
ン
オ
シ
マ
（
横
谷
隆
社

長
）
か
ら
、
地
域
貢
献
事
業
の
一

環
と
し
て
、
町
立
図
書
館
に
児
童

図
書　

冊
（
約
６
万
円
相
当
）
が

３６

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
昨
年
か
ら
町
内
の
河

川
橋
梁
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

も
は
ぐ
く
み
、
登
下
校
な
ど
で
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
た
子
ど
も
達
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
図
書
の

寄
贈
を
申
し
出
た
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
同
社
の
石
岡
土

木
部
主
任
が
図
書
を
持
参
し
、「
松

前
の
町
民
に
お
世
話
に
な
っ
た
感

謝
を
込
め
て
贈
呈
し
ま
す
。」と
依

田
教
育
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

�����������������������������������������
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土・日及び

祝祭日
火・木曜日曜 日 等

午前９時～

午後４時　

午後５時～

午後７時　
利用時間
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広報まつまえ 平成２０年４月号��

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の

発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置

が
早
く
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
た
ア

メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
等
の
普
及
に
伴
っ

て
死
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
１
９
７
０
年

代
後
半
に
は
約
６
、
０
０
０
人
の

死
者
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
０
２
年
に
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
等
の
普
及
率
が　

％
を
超
え
、

９０

死
者
数
が
３
、
０
０
０
人
弱
と
、

ほ
ぼ
半
減
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
同
様

の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
が
設
置

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
火
災
を
、
住

宅
火
災　

件
当
た
り
の
死
者
数
で

１００

比
較
し
ま
す
と
、
設
置
さ
れ
て
い

た
場
合
に
は
死
者
数
が
約
３
分
の

１
に
な
っ
て
い
ま
す
。
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
約
３
倍
の
効
果
が
あ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ

る
み
や
不
注
意
か
ら
発
生
し
ま
す
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い
努
力
を
し
て

い
て
も
、
人
間
の
注
意
力
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
火
災

の
発
生
の
未
然
防
止
、
火
災
の
早

期
発
見
の
た
め
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

�
�
�
�
�
�
�
	

��
�
�

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置

義
務
化
に
伴
い
、
不
適
切
な
販
売

行
為
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
、
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
��

　
「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し
た
。」

と
、
消
防
職
員
を
偽
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
消
防
職
員
や
消

防
団
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器

等
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の
業
者
に

委
託
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
��

　

承
諾
を
得
ず
点
検
を
し
は
じ
め

た
り
、
設
置
義
務
の
な
い
場
所

に
設
置
し
よ
う
と
し
ま
す
。
点

検
は
自
分
で
簡
単
に
で
き
、
点

検
業
者
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
で

き
な
い
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
家
の
ど
の
箇
所
に
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
��

　
「
設
置
が
義
務
に
な
る
の
で
、設

置
し
な
い
と
罰
金
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。」な
ど
と
言
っ
て
き
ま
す
。

設
置
に
関
す
る
罰
金
な
ど
の
罰

則
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
��

　

高
額
な
請
求
を
「
契
約
書
」
と

い
う
か
た
ち
で
後
日
送
り
つ
け

て
く
る
悪
質
な
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
点
検
終
了
後
、
何
の
説

明
も
な
い
ま
ま
「
預
り
書
に
サ

イ
ン
、
ま
た
は
押
印
を
し
て
く

だ
さ
い
。」と
迫
り
署
名
さ
せ
ま

す
。
実
は
、「
預
り
書
＝
契
約

書
」
な
の
で
す
。
そ
の
場
で
契

約
せ
ず
、
見
積
も
り
を
も
ら
い

工
事
内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

�
�
�
�
��

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
は
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
商
品
で
す
。

◎
被
害
に
あ
っ
た
り
、
不
振
に
感

じ
た
ら
早
め
に
消
防
署
（�
　
４２

－

２
１
１
９
）
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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（
内
科
医
長
）
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こ
の
４
月
よ
り
町
立
松
前
病
院
へ
赴
任

い
た
し
ま
し
た
八
木
田
と
申
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
札
幌
医
科
大
学
附
属
病
院
総
合
診

療
科
（
地
域
医
療
総
合
医
学
講
座
）
で
２

年
間
仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
在
任

中
に
町
民
の
方
々
に
医
療
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
機
会
や
こ
の
病
院
で
診

療
に
携
わ
る
機
会
が
何
度
か
あ
り
、
そ
の

中
で
病
院
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
松
前
町
の

方
々
が
こ
の
松
前
病
院
を
と
て
も
大
事
に

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
実
感
致

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
木
村
院
長
の
も
と
「
何
で
も

科
」
を
担
う
一
員
と
し
て
「
患
者
中
心
の

医
療
」
を
心
が
け
、
そ
し
て
松
前
町
に
と

っ
て
充
実
し
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
構

築
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
４
月
か
ら
内
科

研
修
医
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
、
上

村
春
奈
と
申
し
ま
す
。
３
月
ま
で
函
館
に

住
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
何
度
か
松
前

町
に
は
お
邪
魔
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ひ
た
す
ら
飲
み
、
食
べ
、
海
を
見
て
の
ん

び
り
し
て
、
と
て
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

帰
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
木
村
先
生
言
う
と
こ
ろ
の
「
何

で
も
科
」
の
医
師
を
目
指
し
た
い
と
思
い
、

こ
の
場
所
で
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
決
め
ま

し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
地
で
少
し
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
、
松
前
の
皆
様
の
た
め
に
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

　

は
じ
め
ま
し
て
。
小
黒
武
雄
と
申
し
ま

す
。
こ
の
４
月
か
ら
松
前
病
院
へ
内
科
医

と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
大
学
を
卒

業
し
、
２
年
間
の
臨
床
研
修
を
終
え
た
ば

か
り
で
す
の
で
、
皆
様
か
ら
、
教
え
て
頂

く
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

家
庭
医
療
・
心
も
体
も
診
る
医
療
、
幸
せ

な
医
療
を
目
指
し
ま
す
。

　

内
科
を
中
心
に
、
子
供
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
個
人
か
ら
家
庭
、
地
域
ま
で
、

広
く
見
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

出
身
は
神
奈
川
県
で
す
。
２
年
間
、
新

潟
県
長
岡
市
に
あ
る
立
川
綜
合
病
院
で
研

修
し
ま
し
た
。
神
奈
川
、
新
潟
も
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
松
前
も
き
っ
と
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に
な
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 

　

は
じ
め
ま
し
て
野
村
で
す
。
東
京
生
ま

れ
の
東
京
育
ち
。
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
機
関

に　

年
勤
め
た
後
、
次
の
仕
事
は
や
っ
ぱ

１３
り
地
域
医
療
だ
と
思
い
、
運
の
良
い
こ
と

に
地
域
医
療
総
合
医
学
講
座
の
あ
る
札
幌

医
科
大
学
に
合
格
し
、
家
族
共
々
憧
れ
の

北
海
道
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
医
者
に
な
っ
て
２
年
目
の
研
修
を

こ
こ
松
前
で
行
え
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
６
年
前
の
学
生
時
代
に
当
院
に
見

学
に
来
て
以
来
、
前
町
長
と
握
手
を
し
て

し
ま
っ
た
せ
い
か
一
度
は
働
き
に
帰
っ
て

来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ー
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
。
地
域
医
療
の
崩
壊
が
叫
ば
れ

る
中
、
木
村
院
長
と
共
に
松
前
の
医
療
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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暖
か
く
な
り
ま
し
た
ね
！　

畑
を
お
や
り
に
な
る
か
た
は
も
う
う
ず

う
ず
し
て
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
私
は
今
年
は
体
力
を
少
し

温
存
す
る
た
め
、
耕
作
面
積
を
半
分
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
！　

残

り
の
半
分
に
は
「 
緑
肥 
」
に
な
る
植
物
を
植
え
、
秋
に
は 
耕
耘  
機 
で
土

�
�
�
�
�

�
�
�
	
�


に 
鋤 
き
込
ん
で
し
ま
お
う
と
い
う
寸
法
で
す
。

�

　

今
回
が
人
生
の
最
期
に
関
す
る
最
終
回
で
す
。「
自
然
な
死
」が
事
実

上
消
滅
し
た
現
代
で
は
、
死
は
高
度
に
「
医
療
化
」
あ
る
い
は
「
文
明

化
」
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入
院
し
、
管
か
ら
の
栄
養
（ 
経 

�
�

 
管  
栄
養 
）
や
点
滴
を
受
け
な
が
ら
、
ま
た
薬
を
投
与
さ
れ
な
が
ら
人
は

�
�
��
�
�
�

亡
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

命
は
そ
の
人
や
ご
家
族
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
も
の
で
す
。
一
人

の
人
が
、
人
生
の
最
期
に
ど
の
程
度
ま
で
の
医
療
を
受
け
る
の
か
。
こ

れ
を
決
め
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
一
体

全
体
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

　

前
回
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
医
療
の
目
的
は
「
苦
し
く
な
く
す
る

こ
と
」
と
「
延
命
」
に
あ
り
ま
す
。
延
命
と
は
い
っ
て
も
、
本
人
が
つ

・
・
・
・

ら
く
な
い

・
・
・
・

延
命
、
本
人
の
た
め
に
な
る

・
・
・
・
・
・
・
・

延
命
で
あ
る
べ
き
だ
と
私
は
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
な
た
か
が
い
よ
い
よ
人
生
の
終
わ
り
が
来
て
ほ
と
ん
ど
食
べ
ら
れ

な
く
な
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
の
と
き
の
選
択
肢
は

　

（
ア
）
普
通
の
点
滴
を
す
る
。
こ
れ
だ
と
命
が
数
週
間
延
び
ま
す
。

　

（
イ
）
鼻
か
ら
胃
袋
に
管
を
入
れ
て
お
い
て
、
流
動
食
を
流
し
込
む
。

こ
れ
は
鼻
や
の
ど
が
非
常
に
つ
ら
い
で
す
。

　

（
ウ
）
へ
そ
の
少
し
上
か
ら
胃
袋
に
管
を
通
し
て
（
こ
れ
を
「 
胃  
瘻 
」

�
��
�

と
い
い
ま
す
）、
流
動
食
を
流
し
込
む
。
こ
れ
は
、
落
ち
着
い
て
し

ま
う
と
あ
ま
り
つ
ら
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
命
は
そ
れ
な
り
に
長
持

ち
し
ま
す
。

　

（
エ
）
身
体
の
奥
の
太
い
血
管
に
点
滴
の
管
を
入
れ
、
濃
い
点
滴
を

す
る
。
こ
れ
は
人
生
の
終
わ
り

・
・
・
・
・
・

に
行
う
点
滴
と
し
て
は
果
た
し
て

適
切
な
も
の
か
私
は
い
つ
も
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

（
オ
）
食
べ
ら
れ
る
だ
け
食
べ
て
あ
と
は
自
然
に
任
せ
る
。
人
間
は

飲
ま
ず
食
わ
ず
に
な
る
と
数
日
か
ら
一
週
間
程
度
で
極
楽
浄
土
か

天
国
に
行
き
ま
す
。（
私
は
不
信
心
な
の
で
行
け
る
か
ど
う
か
…
）

の
五
つ
に
（
大
体
）
な
り
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
繰
り
返
し
ま
す
が
、
そ
の
や
り
か
た
で
本
人
が
つ
ら
・
・

く
な
い
か

・
・
・
・

、
そ
の
や
り
方
が
本
人
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

、
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
治
療
を
す
る
こ
と
で
苦
し
み
が
延
び
る
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
。

　

人
生
の
最
期
に
ど
の
程
度
ま
で
の
医
療
を
受
け
る
か
は
、
元
気
な
う

ち
か
ら
折
に
ふ
れ
て
一
人
一
人
が
、
家
族
も
交
え
て
考
え
て
み
る
の
が

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
自
分
が
ど
う
し
て
ほ
し
い

か
を
周
り
の
人
に
し
っ
か
り
と
話
し
て
お
く
の
が
よ
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

　

え
ー
っ
？　

木
村
先
生
、
そ
ん
な
難
し
い
こ
と
、
医
療
の
素
人
の
私

た
ち
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
、
と
お
っ
し
ゃ
る
あ
な
た
。
ご
も
っ
と
も

で
す
。「
お
れ
は
そ
っ
た
ら
こ
と
考
え
ら
れ
ネ
ェ
か
ら
、子
供
サ
任
せ
る

（
バ
バ
さ
任
せ
る
）（
ジ
ジ
さ
任
せ
る
）」
と
お
っ
し
ゃ
る
な
ら
、
そ
れ

は
そ
れ
で
１
つ
の
見
識
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
大
体
の
路
線
は
お
考

え
に
な
っ
た
方
が
い
い
で
す
よ
。

　

な
ん
か
す
っ
き
り
し
な
い
な
ぁ
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
で
す
、
す
っ
き
り
し
な
い
ん
で
す
。
自
然
が
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
治
療
を
開
発
し
て
し
ま
っ
た
人
類
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、（
か
え
っ
て
そ

の
せ
い
で
）
悩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
。

　

松
前
町
立
松
前
病
院　

院
長　

木　

村　

眞　

司

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

���������������������������������������

２日（水）午前・午後　橋本医師
９日（水）午前・午後　前田医師
１６日（水）午前・午後　川田医師
２３日（水）午前・午後　石川医師
３０日（水）午前・午後　稲豊医師

７日（月）午前　　　　寺井医師
１４日（月）午前　　　　大浦医師
２１日（月）午前　　　　重信医師
２８日（月）午前　　　　 滝 医師

２６日（土）午前　　　　松村医師
　　　　　　　　　 【予約制】
�������������

１１日（金）午前・午後　金泉医師
２５日（金）午後　　　　 郷 医師
２６日（土）午前　　　　 郷 医師

������� �������	
��
����������������
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今
年
の
２
月　

日
と
４
月　

日

２０

１０

は
、「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
で
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
す
る
な
ど
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	



■
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外
で
す
。

■
車
道
は
左
側
を
通
行
。

■
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車
道
よ

り
を
徐
行
。（
歩
道
通
行
可
の

標
識
有
）

■
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
��
�
��
�
�
��
��

��

�
�
�
�
�
�
�	

◎
児
童
・
幼
児
等
の
自
転
車
は
歩

道
通
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◎
運
転
席
と
助
手
席
以
外
の
座
席

で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義

務
に
な
り
ま
す
。

◎　

歳
以
上
の
普
通
自
動
車
運
転

７５者
は
「
高
齢
運
転
者
標
識
」
の

表
示
が
義
務
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

当
町
に
住
ん
で
い
る
方
な
ら
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
	

　

加
入
の
日
か
ら
平
成　

年
９
月

２０

　

日
ま
で

３０

�
�
�
�

　

一
人
一
口
に
つ
き
月
額　

円
で

３０

二
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

�
�
�
�

　

一
口
に
つ
き
最
高　

万
円

１００

�
�
�
�
�

　

役
場
生
活
環
境
課
生
活
環
境
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
各
支
所
に
「
申

込
書
」「
印
鑑
」「
掛
金
」
を
ご

持
参
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
生
活
環
境
課

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
（�
　

－４２

２
２
７
５
）
へ

���
����	�
��
��

��

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�
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�
�
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広報まつまえ 平成２０年４月号��

　

予
防
接
種
法
改
正
に
よ
り
、
平

成　

年
度
か
ら
５
年
間
中
学
１
年

２０
生
及
び
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る

方
に
対
し
、
麻
し
ん
風
し
ん
の
追

加
の
予
防
接
種
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
幼
児
期
の
１
回
の
接

種
で
は
免
疫
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

り
薄
れ
る
た
め
で
す
。
現
在　

〜
１０

　

代
の
麻
し
ん
（
は
し
か
）
が
流

２０行
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
５
月
か
ら
接
種
を
開

始
し
、
対
象
と
な
る
方
に
は
個
別

通
知
し
ま
す
。
早
め
の
接
種
を
お

勧
め
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

役
場
保
健
福
祉
課

�
　

－

２
２
７
５

４２

 

　

町
で
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２０

の
妊
娠
届
出
よ
り
、
妊
婦
・
出
産

に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
、

す
る
た
め
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査

費
、
超
音
波
検
査
費
を
各
５
回
、

無
料
（
公
費
負
担
）
で
助
成
し
ま

す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
妊

娠
届
出
時
に
説
明
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

役
場
保
健
福
祉
課

�
　

－

２
２
７
５

４２

 

　

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が
４
月　

日
（
土
）
午
前
９
時

１２

よ
り
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

今
年
も
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く

プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

４
月　

日
（
土
）
か
ら

１２

　
　

月　

日
（
日
）
ま
で

１１

１６

�
�
�
�
�

　

午
前
９
時
か
ら

　

午
後
５
時　

分
ま
で

３０

※
利
用
料
金
や
シ
ー
ズ
ン
券
の
お

申
し
込
み
、
利
用
等
に
つ
い
て
詳

し
く
は
教
育
委
員
会
事
務
局
（�

　

－

３
０
６
０
）
ま
で
お
問
い
合

４２わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

　

冬
期
間
閉
鎖
し
て
お
り
ま
し
た

ふ
れ
あ
い
公
園
『
公
衆
ト
イ
レ
』

は
、
４
月　

日
か
ら　

月　

日
ま

１２

１１

１６

で　

時
間
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

２４
り
ま
す
。

　

こ
の
ト
イ
レ
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
利
用
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の

利
用
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
快
適
な
利
用

が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
北
海
道
立
心
身

２０

障
害
者
総
合
相
談
所
に
よ
る
巡
回

相
談
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。

�
�
�
�
�

・
身
体
障
が
い
者
及
び
知
的
障
が

い
者
の
方
々
の
、
医
学
的
、
心

理
学
的
及
び
職
能
的
判
断
な
ど
。

・
補
装
具
の
処
方
及
び
適
合
判
定

な
ど
。

・
そ
の
他
、
身
体
障
が
い
者
及
び

知
的
障
が
い
者
の
方
々
の
専
門

的
相
談
な
ど
。

�
�
�
�
�
�
�

　

相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
（
相
談
日
の
２
ヶ
月
前
）
に　

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
（�

　

－

２
２
７
５
）
ま
で
ご
連
絡
く

４２だ
さ
い
。

※
５
月　

日
及
び
５
月　

日
の
相

２７

２８

談
に
つ
い
て
は
、
４
月　

日
（
木
）

１０

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
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平成２０年５月２７日（火）

住所　函館市若松町３３－６　　
会場　函館市総合福祉センター

平成２０年５月２８日（水）

平成２０年７月９日（水）

平成２０年７月１０日（木）

平成２０年９月９日（火）

平成２０年９月１０日（水）

平成２０年１１月２６日（水）

平成２０年１１月２７日（木）

平成２１年２月２４日（火）

平成２１年２月２５日（水）

平成２０年７月８日（火）
住所　江差町字南が丘７－２９７ 
会場　南が丘ふれあいセンター
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朝
日
保
育
所
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
保
育
所
に
加
え
、
幼
稚
園
機
能

を
備
え
た
認
定
こ
ど
も
園
を
平
成

　

年
４
月
１
日
か
ら
開
設
し
ま
す
。

２０★
保
育
に
欠
け
な
い
３
歳
か
ら
就

学
前
の
お
子
さ
ん
（
平
成　

年
４

１４

月
２
日
か
ら
平
成　

年
４
月
１
日

１７

生
ま
れ
）
に
、
幼
児
教
育
を
４
時

間
行
い
ま
す
。

★
４
時
間
保
育
の
場
合
も
給
食
を

実
施
し
ま
す
。

★
保
育
に
欠
け
る
お
子
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
８
時
間
保
育
で

す
。

��
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�

　

子
ど
も
の
発
達
が
ち
ょ
っ
と
心

配
、
お
む
つ
が
な
か
な
か
と
れ
な

い
、
同
年
代
の
子
ど
も
と
遊
ぶ
場

所
が
欲
し
い
な
ど
子
育
て
の
不
安

や
相
談
、
ま
た
親
子
の
集
い
や
交

流
の
場
と
し
て
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

�
�
�
　
　

就
学
前
ま
で
の
親
子

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
４
月
７
日
〜

２０

（
月
〜
金
曜
日
）

�
�
�
�
�
　
　

★
清
部
保
育
所

　

午
前　

時
〜
午
前　

時　

分

１０

１１

３０

★
認
定
こ
ど
も
園
朝
日
保
育
所

　

午
後
１
時
〜
午
後
２
時　

分
３０

�
�
�
�
�
　
　

　

無
料
（
製
作
等
の
教
材
費
に
つ

い
て
は
別
途
個
人
負
担
）

※
利
用
に
は
事
前
に
登
録
申
請
が

必
要
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課

育
児
支
援
グ
ル
ー
プ
（�
　

－

２

４２

２
７
５
）
及
び
認
定
こ
ど
も
園
朝

日
保
育
所
（�
　

－

４
７
５
９
）、

４２

清
部
保
育
所（�
　

－

２
４
５
８
）

４５

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
月
１
回
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　

保
護
者
の
急
病
や
入
院
、
冠
婚

葬
祭
、
家
族
の
看
護
や
介
護
な
ど

で
緊
急
、
一
時
的
に
保
育
が
必
要

と
な
る
児
童
に
対
し
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

清
部
・
大
磯
保
育
所
及
び
認
定

こ
ど
も
園
朝
日
保
育
所　

�
�
�
�
�

　

１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
児
童

�
�
�
�
　

　

平
成　

年
４
月
７
日
か
ら

２０

（
１
ヵ
月
に　

日
間
を
限
度
と
し

１２

ま
す
）

�
�
�
�
�

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
（
保
護

者
の
送
迎
が
必
要
で
す
）

�
�
�
�
�

　

１
日　

千
８
百
円

※
事
前
に
申
込
書
を
保
育
所
に
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
急
用

の
場
合
は
保
育
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
詳
し
い
こ
と
は
清
部
保
育
所

（�
　

－

２
４
５
８
）、大
磯
保
育

４５

所
（�
　

－

３
９
４
４
）
認
定
こ

４２

ど
も
園
朝
日
保
育
所
（�
　

－

４

４２

７
５
９
）
ま
た
は
役
場
保
健
福
祉

課
育
児
支
援
グ
ル
ー
プ
（�
　

－４２

２
２
７
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

一
人
乗
り
小
型
漁
船
で
の
船
外

転
落
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶

操
縦
者
法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
携
帯

２０

電
話
等
連
絡
手
段
の
確
保
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
航
行
中
か
つ
漁

ろ
う
中
の
小
型
漁
船
に
１
人
で
乗

船
さ
れ
る
方
に
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
６
ヶ

月
以
内
の
免
許
停
止
等
の
処
分
の

対
象
と
な
り
、
再
教
育
講
習
を
受

講
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

不
慮
の
事
故
に
備
え
、
漁
ろ
う

中
に
限
ら
ず
日
頃
か
ら
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	

北
海
道
運
輸
局
函
館
運
輸
支
局

船
員
担
当
（�
０
１
３
８－

　
４２

－

５
７
３
８
）

�
�
�
�
�
�
�
�	
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
	


�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�

��������������������

�������	

������������

������

���

�������

������������

�����

���

�����
������

���
������

�����

���

����������

���������

������

���

��������	


��

�����

���

�������	

�����

���
�����

�����

���

�������	
�����

���

���

��������	

�����

���

����������

���������

�����

���
�������	


�����

���

�������	
��
������������

 （都合により内容が変更になる場合もあります）
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広報まつまえ 平成２０年４月号��

　

多
く
の
人
が
山
菜
採
り
を
楽
し

む
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
こ

の
時
期
は
遭
難
騒
ぎ
が
後
を
絶
た

ず
、
と
き
に
は
死
亡
事
故
も
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
十

分
注
意
し
、
山
菜
採
り
の
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
行
き
先
、
帰
宅
予
定
時
間
な
ど

を
必
ず
家
族
や
知
人
に
知
ら
せ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●
単
独
行
動
は
避
け
、
お
互
い
の

位
置
を
確
認
し
合
う
な
ど
迷
わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
道
に
迷
っ
た
と
き
は
、
危
険
で

す
の
で
、
む
や
み
に
歩
き
回
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
事
前
に
目
的
地
の
天
候
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
天
候
の
急
変
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と

と
も
に
『
ゴ
ミ
』
は
、
絶
対
に
持

ち
帰
る
こ
と
。
ま
た
、
火
の
取
り

扱
い
や
後
始
末
は
き
ち
ん
と
す
る

な
ど
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
り
、

自
然
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

　

長
い
冬
ご
も
り
か
ら
目
覚
め
た

ヒ
グ
マ
は
、
空
腹
の
う
え
小
熊
を

連
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
エ
サ

を
求
め
て
活
発
に
行
動
し
て
い
る

た
め
大
変
危
険
で
す
の
で
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
入
林
し
て
く
だ

さ
い
。

●
二
人
以
上
で
入
林
し
、
単
独
行

動
は
避
け
、
笛
や
鈴
な
ど
で
音
を

出
し
て
ヒ
グ
マ
に
人
の
存
在
を
知

ら
せ
る
こ
と
。

●
日
の
出
前
、
日
没
後
、
降
雨
の

時
は
、
ヒ
グ
マ
が
活
発
に
行
動
す

る
の
で
入
林
は
さ
け
る
こ
と
。

●
残
飯
や
生
ゴ
ミ
な
ど
は
ヒ
グ
マ

の
エ
サ
と
な
る
の
で
捨
て
な
い
こ

と
。
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��
�
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�
�
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渡
島
西
部
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
は
、
遭
難
対
策
及
び
山
火
事
予

消
防
対
策
の
一
環
と
し
て
道
有
林

へ
の
一
般
入
林
者
に
対
し
、
次
の

よ
う
に
手
続
き
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

入
道
有
林
の
入
り
口
に
入
林
届

出
書
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

所
定
の
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
な

ど
の
必
須
事
項
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
五
番
沢
林
道
は
当
面
通

行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

道
有
林
内
に
は
、
事
業
箇
所
や

一
部
悪
路
で
通
行
困
難
な
箇
所
が

あ
り
ま
す
の
で
、
通
行
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
工
事
中
の
箇
所
や
通
行

禁
止
の
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る

箇
所
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
渡
島
西
部
森

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（�
　

－

２
０

４２

１
３　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.oshim

a.pref.hokkai

do.lg.jp/ds/sm
c/top.htm

）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
渡
島
保
健
所
で
は
、
本

人
や
家
族
を
対
象
に
、
心
の
健
康
、

思
春
期
の
心
の
問
題
等
に
関
し
て

専
門
医
師
及
び
保
健
師
に
よ
る
相

談
を
月
１
回
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
申
込
み
に
つ
い
て
は
予
約

制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
渡

島
保
健
所
子
ど
も
・
保
健
推
進

課
精
神
保
健
福
祉
係
（�
０
１

３
８－

　

－

９
５
４
７
）
ま
で

４７

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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山
火
事
・
野
火
の
発
生
し
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
山
に
入

る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

■
マ
ッ
チ
や
タ
バ
コ
の
火
は
完
全

に
消
し
ま
し
ょ
う
。

■
山
に
入
っ
て
か
ら
の
た
き
火
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

■
山
火
事
・
野
火
を
発
見
し
た
と

き
は
、
直
ち
に
消
防
署
、
役
場
、

各
支
所
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
��
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
い
わ
ゆ

る
「
野
焼
き
」
は
一
部
の
例
外
を

除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
営
む
た
め
や
む
を
得
な

い
場
合
な
ど
を
除
き
、
野
焼
き
は

原
則
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

特
に
農
業
の
た
め
の
豆
が
ら
や

稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
以
外
の
家
庭
用
ゴ

ミ
、
廃
棄
物
な
ど
を
燃
や
し
た
場

合
は
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す

の
で
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
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・勤 務 先　～　温泉旅館　矢野
・仕事内容　～　接客・清掃・厨房＜短期アルバイト可＞
・賃金・就業時間　～　面接にて
・必要資格　～　普通自動車免許（通勤のため）

〒049-1512 松前郡松前町字福山123 ＴＥＬ(0139)42-2525(代)　ＦＡＸ(0139)42-3000

温泉旅館

従 業 員 募 集 中!!



　

平
成　

年
の
各
地
区
町
内
会
長

２０

と
町
内
会
連
合
会
の
役
員
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
町
内
会
連
合
会
長

に
北
川
聖
治
豊
福
町
内
会
長
が
就

任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
名
の
方

が
新
し
く
町
内
会
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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�
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■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 �
 ０１３９

－４２
－２２７５

   ＦＡ
Ｘ
 ０１３９

－４６
－２０４８

■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.e
-m
a
ts
u
m
a
e
.c
o
m
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�
�

◇
金
一
封

○
梅
川
流
花
泉
会
会
員
一
同　

様
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�
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◇
金
一
封

○
樋
口　

幸
男　

様
（
字
江
良
）

○
福
島　

妙
子　

様
（
字
唐
津
）

○
松
前
町
民
生
委
員
協
議
会　

様
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�
�
�
�
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町
内
会

原　

口

江　

良

清　

部

茂　

草

静　

浦

赤　

神

札　

前

館　

浜

建　

石

弁　

天

大　

磯

博　

多

唐　

津

松　

城

福　

山

豊　

福

月　

島

朝　

日

上　

川

東
朝
日

大　

沢

荒　

谷

白　

神

町　

内　

会　

長　

名

齊　

藤　
　

廣　

治

斉　

藤　
　

和　

夫

川　

原　
　

昌　
�

堀　
　
　
　

榮　

美

伊　

藤　
　

行　

雄

五
十
嵐　
　

幸　

一

寺　

田　
　

嘉　

弘

小
野
寺　
　

喜　

幸

疋　

田　
　

清　

美

工　

藤　
　

昭　

治

川　

村　
　
　
　
�

加　

藤　
　
　
　
 

松　

尾　
　

佳　

清

小　

林　
　

隆　

一

森　
　
　
　

榮　

一

北　

川　
　

聖　

治

椎　

名　
　

五
十
吾

小　

川　
　

正　

紀

小　

林　
　

日
出
夫

寺　

嶋　
　

貢　

也

寺　

澤　
　

嘉　

信

坪　

田　
　

喜　

男

平　

沼　
　

孝　

正
（
新
任
）

（
新
任
）

（
新
任
）

町
内
会
連
合
会
役
職
名

理　

事

副
会
長

理　

事

副
会
長

監　

事

理　

事

会　

長

理　

事

理　

事

監　

事
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字江良　佐々木俊典
　　　　川合　有里（字茂草）

�������

『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。

���������	�
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�����������	
�����
���������	
�������
�������	
��������
（　）内は前月との比較増減 

������
�������	��������

字江良　塙　 彩  友  音 （政幸）
あ ゆ ね

�����

�����
字原口　  　義光（６３）

字江良　桶谷常三郎（９３）

字江良　佐 　君榮（７８）

字茂草　川合　正一（７６）

字静浦　工 美智代（８５）

字赤神　野登谷千代治（６０）

字建石　若山　　勇（８６）

字博多　石田源四郎（８５）

字博多　田中　　繁（５８）

字唐津　田中　 美（７１）

字豊岡　久保田正勝（７９）

字白神　上原　　浩（８５）



�役 ：役場
�病 ：町立松前病院
�総 ：町民総合センター
�町体 ：町民体育館
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�健 ：健康センター
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
パーク：ふれあい公園パークゴルフ場
�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター

�憩 ：老人憩の家
�寿 ：寿の家
�福 ：月島福祉の家
ふれあい：ふれあい交流センター
�会館 ：町内会館
�社協 ：社会福祉協議会

����������

�� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）�� ���
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）
栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）�� ���

�� ���

童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）�� ���
�������	

�������	

スタンド営業：川菱商会

�� ���

整形外科診療（８：３０～１０：３０ �病 ）�������	�
�� ���

股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ �病 ）
��������	
書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）�� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）�� ���

定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）
�������	
�����
�
旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���

定期健康相談（１２：３０～１３：３０ 茂草�会館 ）
耳鼻咽喉科診療（８：３０～１５：００ �病 ）��� ���

�������	
��
��	����� ���

スタンド営業：北海道エネルギー��� ���

整形外科診療（８：３０～１０：３０ �病 ）��� ���

書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）��� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）��� ���

定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���

��� ���

��� ���

スタンド営業：前側石油��� ���

整形外科診療（８：３０～１０：３０ �病 ）��� ���

��������	�
��������������

����
���� ���� �����	
�����������	
��� �����	
�����������	
�
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��������

��� ������� ������ ������� ���
�����

�����

��� ������� ������ ������� ��������

��� ������� ������ ������� �����������

�����������	
���������

��� ������ ��������

��� ������ ��������

����������

リハビリ教室（１３：３０～１５：３０ �総 ）書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）��� ���

１歳６ヵ月児健診（１２：３０～１２：４５ �総 ）
３歳児健診（１３：００～１３：１５ �総 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
年金相談（９：００～１５：００ �役 ）

��� ���

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���

耳鼻咽喉科診療（１３：３０～１５：００ �病 ）出稼ぎ就職相談会（１０：００～１４：００ �総 ）��� ���
町立病院診療日〈平日診療科目のほか、内科（循
環器・予約制）・耳鼻咽喉科診療〉（８：３０～１１：００）��� ���

スタンド営業：全店営業��� ���

整形外科診療（８：３０～１０：３０ �病 ）��� ���

�������	
��
��������

��� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）��� ���

�� �����	
�����������	
� ����
����� ���� �����	
�����������	
�

定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）
栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）�� ���

�� ���

�� ���

スタンド営業：全店営業
�� ���

�� ���

�

�����

�����

�����

����


